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要約 

 
地球観測衛星 QuickBirdの高分解能光学系データ使って、北海道苫小牧市にある国有森林の落
葉樹の分類を行った。分類方法は、植生に含まれるクロロフィルによる強い赤バンドの吸収と、

近赤外線の強い反射を利用した NDVI( Normalized Differential Vegetation Index：正規化植生
指標)の季節変化を比較することである。 
 2002年４月 6日と 2004年 9月 15日のマルチスペクトル画像データから落葉時期（４月）と
葉の繁っている時期（９月）の２時期における NDVIを算出した後、二つの季節間の NDVI変化
量を算出し、NDVI差分画像と現地データとの比較検証を行った。本研究から以下の結果と結論
が得られた。 
 
（１）二つの季節間の NDVI 差分画像からの落葉樹と常緑樹という二種類の樹種では、約 92％

の精度で分類が可能であった。 
（２）NDVI差分画像からのカラマツと広葉樹の分類は困難であるという結果が得られた。広葉

樹には落葉樹も混じっていることが原因であると考えられる。 
（３）NDVI差分画像での各林班の面積を計測し実際の面積と比較した結果、約 90％の精度での

面積計測が可能であることが判明した。 
（４）苫小牧森林の主な樹種であるカラマツ、落葉樹、トドマツ、エゾマヅ、アカエゾマヅの五

種類の分類を試みた結果、NDVI数値に大きな違いは見られなかった。 
（５）2002 年 NDVI画像のみからの 5種類の森林の分類はできなかった。さらに、画像を落葉

樹と常緑樹に分類したあとデータを用いても５種類のカテゴリに分類することは困難であ

った。 
 
 したがって、本手法による北海道苫小牧森林における５つの主樹種の分類は困難であるが、高

精度での落葉樹と常緑樹の分類、および林班面積の計測が可能であるという結論が得られた。 

  


